
 

 

 

北杜市地域公共交通会議 

北杜市地域公共交通活性化協議会 

（令和３年度第１回） 

会 議 録 
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会 議 録 

 

会 議 名：北杜市地域公共交通会議・北杜市地域公共交通活性化協議会（令和３年度第１回） 

 

開催方法：新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面審議を実施。 

令和３年８月２３日（月）付けで書面を郵送し、９月３日（金）締切にて 

回答書を回収 

 

会議次第 ：（１）会長の選出について 

（２）北杜市地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

（３）北杜市地域交通網形成計画の推進について 

①これまでの経緯と令和 2年度の利用状況について 

   ②北杜市地域公共交通計画の策定と令和 3年度の取組み予定について 

 

会議資料：回答書、案件説明資料 

 

出席委員：三井健一、雨宮正英、篠原勇、菊島貴、仲沢仁、清水精、清水永一、向井伊三男、平井高

志、芝川又和、道村幸男、小澤浩、秋山裕保、藤巻伸夫、松澤尚利、壼屋嘉彦、山下大輔、 

藤原さつき、日野水丈士、小林初男、大芝政敏、村田茂、鈴木文彦、小林明、大輪弘 

※全 25名 
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1.審議結果 

（１）会長の選出について 

（北杜市老人クラブ連合会会長小林初男氏が会長に選出された） 

 

（２）北杜市地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

（承認 25、否認なしにより承認された） 

 

（３）北杜市地域交通網形成計画の推進について 

①これまでの経緯と令和 2年度の利用状況について 

・令和 2 年度の乗車人数・利用状況が示されているが新型コロナウイルス感染症拡大の影響が強

くみられる結果となっているため、単純に前年度と比較しても余り参考にならないと思う。（委

員） 

→ご意見ありがとうございます。昨年 4月の再編とコロナ禍の時期が重なってしまい、再編による

影響とコロナ禍による影響の詳細な評価が難しい状況ではあるため、今回は、市民バス全体の乗

車人数について、令和元年度と令和 2 年度を比較して約 24％減（無料キャンペーン期間を除く

9か月間の比較）となり、近隣の他路線と同程度の減少幅になっていることを報告させていただ

きました。今後調査を実施する中で状況を見定めていきたいと思います。（北杜市企画課） 

 

 ・デマンドバスを知らない住民が多いと思います。説明会を実施して、デマンドバスを知っても

らうことが必要ではないでしょうか。年寄りには、むずかしいのではないでしょうか。（委員） 

→ご意見ありがとうございます。資料を見ただけでは、理解が中々難しい面もあるかと思いますの

で、市では、「バスの乗り方出前講座」の募集・開催を随時行っております。こちらについては、

ご要望に応じて企画課の職員が地域の公民館等に出向いて、バスの使い方・仕組みの説明を行う

もので、新型コロナウイルス感染症により中々集まりづらい状況ではありますが、今年度につい

ては、現時点で１回開催し、さらに１件申込みをいただいております。市の広報誌等を活用し、

引き続き、周知を行っていきます。（北杜市企画課） 

 

・利用する側としての問題点を改善していただきたい所は、ルートもなのですが、運賃。私たちが

利用する小淵沢エリアから、支線から幹線に乗り換える時、乗り換え割引のようなものを設定し

ていただければ助かるのですが。また、80 才以上の方は割引があるとか年金生活者に使いやす

いものにしていただければ幸いです。（委員） 

→ご意見ありがとうございます。運賃については、昨年 4月の再編時に運賃改定を行い全体的に値

下げしております。普通運賃について、改定前は、距離に応じて１乗車 210円から最大 630円ま

ででしたが、改定後は、距離に関わらず幹線は１乗車一律 200円、デマンドバス（支線）は１乗

車一律 300 円としております。北杜市地域公共交通網形成計画にて収支率の目標値が設定され

ており、本協議会でもご紹介しましたとおり、新型コロナウイルス感染症及び値下げの影響で収

支率が目標値を下回っている状況であるため、今後の利用状況や収支率を鑑みながら、検討を行

いたいと考えております。（北杜市企画課） 
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②北杜市地域公共交通計画の策定と令和 3年度の取組み予定について 

・小淵沢エリア、白州・武川エリアのデマンドバスの利用者が向上するよう、ターゲットの方々が

利用する施設等での更なる広報活動をされたら良いと思います。当局としても北杜市の小学校

で実施するバリアフリー教室を通じてバスの利用の仕方、利用向上の PRに務めてまいります。

（委員） 

→ご意見ありがとうございます。今年実施する「北の杜バスサポート施設募集」と合わせて、地域

の拠点施設と連携して周知・利用促進に取り組んでいきたいと思いますので、引き続き、ご協力

よろしくお願いいたします。（北杜市企画課） 

 

・調査にあたってはコロナ禍による人の行動の変化、移動の実数の減少等を見極めるよう務め、今

後の計画に反映されたい。（委員） 

・コロナの状況を見ながら、北杜市のペースで進めて頂きたい。（委員） 

→ご意見ありがとうございます。昨年 4月の再編とコロナ禍の時期が重なってしまい、再編による

影響とコロナ禍による影響の評価が難しい状況ではありますが、今後調査を実施する中で状況

を見定め、計画に反映できればと考えております。（北杜市企画課） 

 

・高齢化が一層進む中、地域の支えが必要となっているが、限界もある中で元気な内に利用を促し

定着させていく事がポイントだと思う。利用を促す施策を、発信していく必要がある。（委員） 

→ご意見ありがとうございます。今年度は、「乗り方出前講座」の開催に加えて、デマンドバスに

ついては地域公共交通運営委員会での意見を踏まえ、お出かけ例チラシの配布を新たに開始し

ております。利用促進策については、各地域公共交通運営委員会でも議論をしており、本協議会

も含め、皆様のお知恵や協力を得る中で、引き続き、検討・実施していきたいと思いますので、

ご協力よろしくお願いいたします。（北杜市企画課） 

 

・どの取り組みがベストなのか試行錯誤の状態と感じた。（委員） 

→「つくり、守り、育てる」をコンセプトに取り組んでおり、今後どのように育てていくか、各地

域公共交通運営委員会でも悩みつつ取り組んでいる状況です。調査・検討・実施による試行錯誤

を繰り返しながら、より効果的な取り組みに改善していきたいと考えております。（北杜市企画

課） 

 

（承認 25、否認なしにより承認された） 

 

 

                                         以上 

 

 

 

 

 


